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平成２５年度　垂水市総合防災訓練

　自主防災組織とは、「自分たちの地域は自分たちで守る」という考え方に基づいて、自主的に防災活動を行う組織です。
　自治会、町内会または小学校区単位などで結成され、訓練などの活動を通して地域の防災力を高め、災害時には地域の人が
お互いに助け合うことで被害をより少なくすることにつながります。

自分や家族でできる日ごろからの備え
防災マップを作ろう 連絡網を作ろう

　雨風が強くなる前、暗くなる前に、
地域の人たちと協力し、早めの避難
を心がけましょう。

　大規模災害時に備えて、３日分程
度の食料・飲料水
や携帯ラジオ、懐
中電灯などの非常
持出品を用意して
おきましょう。

　災害時には、思いがけない場所
が危険箇所となり得るため、日ごろ
から地域のことを確認しておきま
しょう。

　地域や県、市町村が行う訓練・研修
に積極的に参加して、防災に関する知
識を習得するようにしましょう。

非常持出品を用意しよう 危険箇所を知ろう

訓練や研修に参加しよう

早めの避難を心がけよう

地域や自主防災組織での備え

災害時の活動

迅速かつ
安全な
避難を

日ごろから
訓練を

　地域の防災マップ
を作成して、災害時の
地域の弱点を知り、
避難の際に活用しま
しょう。

家族で話し合おう
　災害時の役割分担、避難場所、連
絡方法などを事前に話し合って決め
ておきましょう。

家族の
防災会議

　自分たちの地域は自分たちで守
るという活動に積極的に参加、協力
するようにしましょう。

自主防災組織に参加しよう

地域で
協力

　災害時に支援が必要な人にも、
災害に関する情報
が確実に伝達でき
る体制を作りま
しょう。

避難体制を作ろう 訓練や研修を行おう
　隣近所の住民への
声かけなど地域ぐる
みの避難体制を作り
ましょう。

　地域住民が参加する防災訓練
や研修を積極的に
行い、防災意識の
高揚と知識の習
得・共有を図りま
しょう。

協力して避難しよう災害応急対策を行おう
　隣近所の人など地域の人が協力
して、初期消火や救助などの応急対
策を行いましょう。

みんなで
協力

　高齢者や子ども、障害者、疾病者な
ど災害時の避難に支援が必要な人を
地域の人たちで支え合って、避難しま
しょう。

地域で
支え合い

自主防災
組織って？

日ごろの備えが自分を守る
~家族や地域で防災について考えよう~

１～２面
３面

　４面

日ごろの備えが自分を守る
子ども・子育て支援
情報ボックス／特産品プレゼント



土砂災害の前兆を知っていますか？
～お住まい周辺の危険箇所について確認しましょう～

●　「結婚応援セミナー」を開催します。
　独身男女を対象に結婚に対するポジティブな意識を高めるた

　めのスキルアップセミナーや親世代向けの婚活セミナーなどを
　開催します。

●　ゆいネット（メールマガジン）を配信します。
　出会いと交流のイベント情報などを、希望する方にメールで

　配信します。
※詳しくは、県ホームページをご覧ください。
ホーム > 健康・福祉 > 青少年・子ども > ゆいネット > 

「ゆいネット」（メールマガジン）

こんな地形では、こんな災害に注意！こんな前兆に気をつけて！

雨が降りやんだ後でも
土砂災害が発生することが
あるので注意が必要です!！
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　山崩れに注意が必要です。山崩れは
集中豪雨ばかりではなく、地震によっ
ても発生します。特に、シラス地帯で
は、崩れやすいので注意しましょう。

　山間部の集中豪雨に注意してくだ
さい。豪雨によって山崩れが起きる
と、土石流の危険があります。

　がけ崩れに注意が必要です。がけ
崩れは、豪雨などによって突然発生し
ます。

　河川の流域や、かつて河川敷だっ
たところは、豪雨によって洪水に見舞
われる危険があります。

がけ崩れの前兆
●がけから水が湧き出してくる
●がけに亀裂が入る
●がけから小石がバラバラ落ちてくる
●がけから木の根が切れるなどの異様
　な音がする

地すべりの前兆
●井戸や沢の水がにごる
●地面にひび割れができる
●斜面から水がふき出す
●家や擁壁に亀裂が入る
●家や擁壁、樹木や電柱が傾く

土石流の前兆
●山鳴りがする
●雨が降り続いているのに川の水位が下がる
●川の水が急ににごったり、流木がまざり始める
●腐った土の臭いがする

ようへき

　県防災研修センターでは、大型のモニター画面や模型等の展示施
設を使って、災害への備えなどを解説しており、どなたでも自由に見
学できます。
　いざというときに役立つAEDなどの応急処置や、防災マップづくり
などに関する研修も行っています。
　また、県防災アドバイザーが町内会・学校などに出向いて実施する
出前講座も実施しています。

県庁建築課　☎099(286)3739問い合わせ先

県庁青少年男女共同参画課　☎099(286)2778問い合わせ先

県庁危機管理防災課　☎099(286)2256　 県庁砂防課　☎099(286)3618　 県庁河川課　☎099(286)3590問い合わせ先

　補助を受けるため
には、がけの高さや
角度、危険住宅の位
置や建設年などの要
件に該当する必要が
あります。
　お住まいの住宅が
該当するかは、各市
町村の住宅担当課ま
でお問い合わせくだ
さい。

危険な住宅から移転するための費用の一部を補助しています
あなたのお住まいは安全ですか！ 防災について学ぼう！　県防災研修センター

がけ地の崩壊等の恐れのある
土地に建っている危険住宅

※詳しくは、県ホームページをご覧ください。
ホーム ＞ 社会基盤 ＞ 建築 ＞ 指導（建築・宅地開発） ＞ 建築物防災対策
  ＞ がけ地近接等危険住宅移転事業について

危険住宅の除却
最大802千円の補助

安全な場所への移転
最大7,227千円の補助 姶良市平松6252番地

 TEL 0995-64-5251
 FAX 0995-66-5909
 http://www.kagoshimabousai.jp/

【開館時間】午前8時30分～午後5時
【休館日】
 月曜日（祝祭日の場合は翌日）、
 12月29日～1月3日

お申し込み・お問い合わせ

○鹿児島県危機管理・防災ホームページ　

　http://www.pref.kagoshima.jp/bosai/index.html
○鹿児島県危機管理局twitter（ユーザー名：kikikanrikago）
　http://twitter.com/kikikanrikago
○鹿児島地方気象台
　http://www.jma-net.go.jp/kagoshima/
○土砂災害警戒区域等マップ
　県内の土砂災害警戒区域等の閲覧検索ができます。
　http://www.sabomap.jp/kagoshima/
○気象情報
　降雨状況、注意報・警報などについて情報提供します。
　http://www.pref.kagoshima.jp/bosai/weather/

鹿児島県　防災

安心して子どもを生み育てられる環境を目指して
～結婚、妊娠・出産、子育て支援～

独身男女のみなさんの出会いを応援します。

　「結婚したいけど、相手がいない」
という方のステキな出会いをサポー
トします。

　一人ひとりの子どもが健やかに成長することがで
きる社会を目指して、平成２４年８月に成立した「子ど
も・子育て関連３法」に基づき、幼児期の学校教育や保
育、地域の子育て支援を総合的に推進します。

●　「女性健康支援センター」にご相談ください。
　思春期から更年期に至る女性の、妊娠・出産や婦  

　人科的疾患、更年期障害などの女性の健康に関す
　る相談を受け付けています。

　一般相談窓口：県各保健所
　専門相談窓口：鹿児島県助産師会
※母子手帳の交付、妊婦健診、妊婦教室・両親学

　　級、訪問指導などについては、各市町村で行って
　　います。

県庁子ども福祉課　☎099(286)2775問い合わせ先

妊娠、出産についてひとりで悩んでいませんか？

●　「不妊専門相談センター」にご相談ください。
 　不妊に悩むご夫婦などを対象に、不妊治療に関する
　情報提供や相談を受け付けています。
 　一般相談窓口：県各保健所
 　専門相談窓口：鹿児島大学病院

不妊について悩んでいませんか？

●　特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）を受ける夫婦に
　対して不妊治療助成金を給付します。
 　詳しくは、県各保健所（鹿児島市にお住まいの方は鹿児
　島市母子保健課）へお問い合わせください。

不妊治療にかかる費用を助成します。

●　離島の特定不妊治療受診者に対して、指定医療機関までの
交通費や宿泊費の一部を助成します。

　　また、常駐の産科医がいない離島地域の妊婦が遠方の産
科医療機関を利用せざるを得ない場合に、妊婦健診や出産時
に要する交通費や宿泊費の一部を助成します。

　　詳しくは、お住まいの市町村へお問い合わせください。

離島にお住まいの方の負担を軽減します。

●　小学校就学前の施設としては、これまで幼稚
園と保育所の２つが多く利用されてきました。
新制度では、幼稚園と保育所に加えて、両方の
良さをあわせ持つ「認定こども園」を地域の実
情に応じて普及していきます。

●　少人数の子どもを保育する「地域型保育」を新
設し、待機児童の多い３歳未満児の保育を増や
し、子育てしやすい、働きやすい社会にします。

子ども・子育て支援新制度の主な取組

●　新制度では、幼稚園・保育所・認定こども園・
地域型保育等の利用を希望される保護者の方は、
お住まいの市町村の認定を受ける必要がありま
す。

　　なお、新制度に移行しない私立幼稚園について
は、認定の手続きは必要ありません。

●　保護者の所得に応じて各市町村が定めます。
●　毎年９月が保育料の切替時期になります。

新制度の利用にかかる保育料

●　地域のニーズに合わせ、放課後児童クラブを
増やしていくとともに、新制度では、職員や施設・
設備について新たに基準を設けて質の向上を図
っていきます。

●　小学校６年生まで対象になります。
利用手続き

　妊娠や出産、不妊などに関する悩
みを解消し、不妊治療や離島出産など
にかかる経費を助成することで安心し
て子どもを産める環境をつくります。

平成27年４月から
「子ども・子育て支援新制度」
が始まりました。

　子どもは未来を担う大切な宝物です。県では、地域に子どもたちの明るい笑顔があふれ、安心して子育てができる環
境をつくるため、結婚､妊娠・出産､子育てという各ライフステージにあわせた幸せづくりを応援します。

　県内の雨量や水位、土砂災害
警戒情報、気象警報等の発表状
況はインターネットや携帯電話、
スマートフォンで見ることができ
ます。

河川砂防情報システム

○鹿児島県河川砂防情報システム
http://www3.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/

■スマートフォン版■携帯電話版

幼稚園や保育所・認定こども園の利用方法

◎台風情報などを注意深く聞く
◎むやみに外出しない
◎停電に備えて懐中電灯や
　携帯ラジオの準備
◎避難に備えて飲料水や
　生活用水の確保
◎避難勧告が出ていなくても、危険を感じたら
　自主避難を

◎慌てず、騒がず冷静に
◎まず我が身の安全を確保
◎揺れが止まったら
　素早く火の始末
◎非常脱出口の確保
◎避難のときは、落下物
　に注意
◎正しい情報をつかむ

台風や大雨のときは 地震が起きたら 津波から身を守るためには
◎強い揺れ、弱くてもゆっくりとした長い揺れを感じた

ら直ちに海岸から離れ、急いで高台などの安全な場
所へ避難する

◎津波警報等が発表されたら、海岸
にいる人は直ちに海岸から離れる

◎津波は繰り返し襲ってくるので、
警報等が解除されるまで海岸に
近づかない　　　　　

防
災
お
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立
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報

放課後児童クラブ受入対象の拡大

※詳しくは県ホームページ
　をご覧ください。
　ホーム > 健康・福祉 > 
　青少年・子ども > 
　子ども・子育て支援新制度

※危険箇所の詳しい場所については、お住まいの市町村などに確認してください。※ここに紹介した土砂災害の前兆は、すべてではありません。これらを参考に早めに避難しましょう。

結婚

妊娠・出産

子育て

県庁青少年男女共同参画課　☎099(286)2148問い合わせ先

市町村に
「保育の必要性」の
認定を申請します

申請者の希望、
保育所等の状況など
により、市町村が
利用調整をします

保育所等の
利用希望の
申込みをします

利用先の
決定後、
契約となります

市町村から
認定証が
交付されます

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5
幼稚園等に
直接利用
申込みをします

  

幼稚園等を通じて
市町村から認定証が
交付されます

幼稚園等を通じて
利用のための
認定を申請します

幼稚園等と
契約をします

幼稚園等から
入園の内定を
受けます

幼稚園等を利用希望の場合

保育所等を利用希望の場合



土砂災害の前兆を知っていますか？
～お住まい周辺の危険箇所について確認しましょう～

●　「結婚応援セミナー」を開催します。
　独身男女を対象に結婚に対するポジティブな意識を高めるた

　めのスキルアップセミナーや親世代向けの婚活セミナーなどを
　開催します。

●　ゆいネット（メールマガジン）を配信します。
　出会いと交流のイベント情報などを、希望する方にメールで

　配信します。
※詳しくは、県ホームページをご覧ください。
ホーム > 健康・福祉 > 青少年・子ども > ゆいネット > 

「ゆいネット」（メールマガジン）

こんな地形では、こんな災害に注意！こんな前兆に気をつけて！

雨が降りやんだ後でも
土砂災害が発生することが
あるので注意が必要です!！
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　山崩れに注意が必要です。山崩れは
集中豪雨ばかりではなく、地震によっ
ても発生します。特に、シラス地帯で
は、崩れやすいので注意しましょう。

　山間部の集中豪雨に注意してくだ
さい。豪雨によって山崩れが起きる
と、土石流の危険があります。

　がけ崩れに注意が必要です。がけ
崩れは、豪雨などによって突然発生し
ます。

　河川の流域や、かつて河川敷だっ
たところは、豪雨によって洪水に見舞
われる危険があります。

がけ崩れの前兆
●がけから水が湧き出してくる
●がけに亀裂が入る
●がけから小石がバラバラ落ちてくる
●がけから木の根が切れるなどの異様
　な音がする

地すべりの前兆
●井戸や沢の水がにごる
●地面にひび割れができる
●斜面から水がふき出す
●家や擁壁に亀裂が入る
●家や擁壁、樹木や電柱が傾く

土石流の前兆
●山鳴りがする
●雨が降り続いているのに川の水位が下がる
●川の水が急ににごったり、流木がまざり始める
●腐った土の臭いがする

ようへき

　県防災研修センターでは、大型のモニター画面や模型等の展示施
設を使って、災害への備えなどを解説しており、どなたでも自由に見
学できます。
　いざというときに役立つAEDなどの応急処置や、防災マップづくり
などに関する研修も行っています。
　また、県防災アドバイザーが町内会・学校などに出向いて実施する
出前講座も実施しています。

県庁建築課　☎099(286)3739問い合わせ先

県庁青少年男女共同参画課　☎099(286)2778問い合わせ先

県庁危機管理防災課　☎099(286)2256　 県庁砂防課　☎099(286)3618　 県庁河川課　☎099(286)3590問い合わせ先

　補助を受けるため
には、がけの高さや
角度、危険住宅の位
置や建設年などの要
件に該当する必要が
あります。
　お住まいの住宅が
該当するかは、各市
町村の住宅担当課ま
でお問い合わせくだ
さい。

危険な住宅から移転するための費用の一部を補助しています
あなたのお住まいは安全ですか！ 防災について学ぼう！　県防災研修センター

がけ地の崩壊等の恐れのある
土地に建っている危険住宅

※詳しくは、県ホームページをご覧ください。
ホーム ＞ 社会基盤 ＞ 建築 ＞ 指導（建築・宅地開発） ＞ 建築物防災対策
  ＞ がけ地近接等危険住宅移転事業について

危険住宅の除却
最大802千円の補助

安全な場所への移転
最大7,227千円の補助 姶良市平松6252番地

 TEL 0995-64-5251
 FAX 0995-66-5909
 http://www.kagoshimabousai.jp/

【開館時間】午前8時30分～午後5時
【休館日】
 月曜日（祝祭日の場合は翌日）、
 12月29日～1月3日

お申し込み・お問い合わせ

○鹿児島県危機管理・防災ホームページ　

　http://www.pref.kagoshima.jp/bosai/index.html
○鹿児島県危機管理局twitter（ユーザー名：kikikanrikago）
　http://twitter.com/kikikanrikago
○鹿児島地方気象台
　http://www.jma-net.go.jp/kagoshima/
○土砂災害警戒区域等マップ
　県内の土砂災害警戒区域等の閲覧検索ができます。
　http://www.sabomap.jp/kagoshima/
○気象情報
　降雨状況、注意報・警報などについて情報提供します。
　http://www.pref.kagoshima.jp/bosai/weather/

鹿児島県　防災

安心して子どもを生み育てられる環境を目指して
～結婚、妊娠・出産、子育て支援～

独身男女のみなさんの出会いを応援します。

　「結婚したいけど、相手がいない」
という方のステキな出会いをサポー
トします。

　一人ひとりの子どもが健やかに成長することがで
きる社会を目指して、平成２４年８月に成立した「子ど
も・子育て関連３法」に基づき、幼児期の学校教育や保
育、地域の子育て支援を総合的に推進します。

●　「女性健康支援センター」にご相談ください。
　思春期から更年期に至る女性の、妊娠・出産や婦  

　人科的疾患、更年期障害などの女性の健康に関す
　る相談を受け付けています。

　一般相談窓口：県各保健所
　専門相談窓口：鹿児島県助産師会
※母子手帳の交付、妊婦健診、妊婦教室・両親学

　　級、訪問指導などについては、各市町村で行って
　　います。

県庁子ども福祉課　☎099(286)2775問い合わせ先

妊娠、出産についてひとりで悩んでいませんか？

●　「不妊専門相談センター」にご相談ください。
 　不妊に悩むご夫婦などを対象に、不妊治療に関する
　情報提供や相談を受け付けています。
 　一般相談窓口：県各保健所
 　専門相談窓口：鹿児島大学病院

不妊について悩んでいませんか？

●　特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）を受ける夫婦に
　対して不妊治療助成金を給付します。
 　詳しくは、県各保健所（鹿児島市にお住まいの方は鹿児
　島市母子保健課）へお問い合わせください。

不妊治療にかかる費用を助成します。

●　離島の特定不妊治療受診者に対して、指定医療機関までの
交通費や宿泊費の一部を助成します。

　　また、常駐の産科医がいない離島地域の妊婦が遠方の産
科医療機関を利用せざるを得ない場合に、妊婦健診や出産時
に要する交通費や宿泊費の一部を助成します。

　　詳しくは、お住まいの市町村へお問い合わせください。

離島にお住まいの方の負担を軽減します。

●　小学校就学前の施設としては、これまで幼稚
園と保育所の２つが多く利用されてきました。
新制度では、幼稚園と保育所に加えて、両方の
良さをあわせ持つ「認定こども園」を地域の実
情に応じて普及していきます。

●　少人数の子どもを保育する「地域型保育」を新
設し、待機児童の多い３歳未満児の保育を増や
し、子育てしやすい、働きやすい社会にします。

子ども・子育て支援新制度の主な取組

●　新制度では、幼稚園・保育所・認定こども園・
地域型保育等の利用を希望される保護者の方は、
お住まいの市町村の認定を受ける必要がありま
す。

　　なお、新制度に移行しない私立幼稚園について
は、認定の手続きは必要ありません。

●　保護者の所得に応じて各市町村が定めます。
●　毎年９月が保育料の切替時期になります。

新制度の利用にかかる保育料

●　地域のニーズに合わせ、放課後児童クラブを
増やしていくとともに、新制度では、職員や施設・
設備について新たに基準を設けて質の向上を図
っていきます。

●　小学校６年生まで対象になります。
利用手続き

　妊娠や出産、不妊などに関する悩
みを解消し、不妊治療や離島出産など
にかかる経費を助成することで安心し
て子どもを産める環境をつくります。

平成27年４月から
「子ども・子育て支援新制度」
が始まりました。

　子どもは未来を担う大切な宝物です。県では、地域に子どもたちの明るい笑顔があふれ、安心して子育てができる環
境をつくるため、結婚､妊娠・出産､子育てという各ライフステージにあわせた幸せづくりを応援します。

　県内の雨量や水位、土砂災害
警戒情報、気象警報等の発表状
況はインターネットや携帯電話、
スマートフォンで見ることができ
ます。

河川砂防情報システム

○鹿児島県河川砂防情報システム
http://www3.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/

■スマートフォン版■携帯電話版

幼稚園や保育所・認定こども園の利用方法

◎台風情報などを注意深く聞く
◎むやみに外出しない
◎停電に備えて懐中電灯や
　携帯ラジオの準備
◎避難に備えて飲料水や
　生活用水の確保
◎避難勧告が出ていなくても、危険を感じたら
　自主避難を

◎慌てず、騒がず冷静に
◎まず我が身の安全を確保
◎揺れが止まったら
　素早く火の始末
◎非常脱出口の確保
◎避難のときは、落下物
　に注意
◎正しい情報をつかむ

台風や大雨のときは 地震が起きたら 津波から身を守るためには
◎強い揺れ、弱くてもゆっくりとした長い揺れを感じた

ら直ちに海岸から離れ、急いで高台などの安全な場
所へ避難する

◎津波警報等が発表されたら、海岸
にいる人は直ちに海岸から離れる

◎津波は繰り返し襲ってくるので、
警報等が解除されるまで海岸に
近づかない　　　　　

防
災
お
役
立
ち
情
報

放課後児童クラブ受入対象の拡大

※詳しくは県ホームページ
　をご覧ください。
　ホーム > 健康・福祉 > 
　青少年・子ども > 
　子ども・子育て支援新制度

※危険箇所の詳しい場所については、お住まいの市町村などに確認してください。※ここに紹介した土砂災害の前兆は、すべてではありません。これらを参考に早めに避難しましょう。

結婚

妊娠・出産

子育て

県庁青少年男女共同参画課　☎099(286)2148問い合わせ先

市町村に
「保育の必要性」の
認定を申請します

申請者の希望、
保育所等の状況など
により、市町村が
利用調整をします

保育所等の
利用希望の
申込みをします

利用先の
決定後、
契約となります

市町村から
認定証が
交付されます

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5
幼稚園等に
直接利用
申込みをします

  

幼稚園等を通じて
市町村から認定証が
交付されます

幼稚園等を通じて
利用のための
認定を申請します

幼稚園等と
契約をします

幼稚園等から
入園の内定を
受けます

幼稚園等を利用希望の場合

保育所等を利用希望の場合



営利を目的とする場合を除き、この広報紙をそのまま読むことが困難な方のために「点字図書」、「拡大写本」、「録音図書」などの読書代替物への媒体変更を行うことは自由です。

このページに掲載している情報や、さらに詳しい関連情報については、
県ホームページ（http://www.pref.kagoshima.jp/）からご覧になれます。

携帯サイト「かごしまモバイル県庁」は
http://www.pref.kagoshima.jp/mobile/

広告は広告主の責任において掲載しております。広 告

鹿児島県広報課「県政かわら版プレゼント係」

締切

先
宛

ハガキ 〒890-8577　鹿児島市鴨池新町 10-1
FAX 099（286）2119
電子メール h-kikaku@pref.kagoshima.lg.jp

平成27年7月31日（金）必着

●山形屋 ●南日本銀行

●鹿児島信用金庫
山形屋

●立体駐車場

県産業
会　館

［場所］
鹿児島市名山町9-1　鹿児島県産業会館 1Ｆ
☎099（225）6120　FAX 099（223）0755

［営業時間］午前９時～午後６時
［定休日］年末年始

〈特産品の問い合わせ先〉
鹿児島ブランドショップ

県政かわら版へのご意見・ご感想をお聞かせください！

県に関するさまざまな情報をお届けします県に関するさまざまな情報をお届けします

　ご意見・ご感想をいただいた方の中から、
抽選で特産品をプレゼントいたします。

（住所、氏名、年齢、電話番号を明記）
なお、発表は商品の発送をもってかえさせていただき
ます。いただいた個人情報は、プレゼントの送付以外の
目的には利用しません。

この印刷物は環境に優しい植物性インキと古紙配合率100％再生紙を使用して
います。本文には見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

指宿市開聞十町2535-4
☎0993（32）2305

湯砂菜企画（ゆさはなきかく）

鹿児島ノンアルコールビア
テイスト飲料“SAIGO”

　維新の英雄“西郷隆盛”は、酒が弱かった
と言われています。そんな西郷さんも飲め
る指宿唐船峡天然湧水と、屋久島タンカン
果汁を使用したフルーティーな味わいの鹿
児島ノンアルコールビアテイスト飲料です。

県庁社会福祉課 ☎099(286)2826問い合わせ先問い合わせ先

県人事委員会事務局総務課 ☎099（286）3893・3894問い合わせ先問い合わせ先

県立楠隼中学校・楠隼高等学校 ☎0994(65)1192問い合わせ先問い合わせ先 県教育庁高校教育課 ☎099(286)5288問い合わせ先問い合わせ先

テレビ
MBC ふるさとかごしま（土）11:15～11:30
KTS ピックアップかごしま（土）17:25～17:30
KKB かごしま “ ひと ” 最前線（日）11:45～11:50
KYT かごメン！～県政ナビゲーション～（日）11:45～11:50

ラジオ
MBC むっちゃんの「いきいき鹿児島！」
 （木）18:50～19:00
ミュー FM かごしま info ラジオ
 （月）～（金）8:35～8:40

新聞
かごしまインフォメーション
 毎月第３日曜日
 　南日本新聞
 　南海日日新聞

鹿児島インターネット放送局
「ムーブ！かごしま」

県公式フェイスブック
「鹿児島県」

県公式ツイッター
「鹿児島県政情報」

http://www.facebook.
com/pref.kagoshima

http://www.pref.kagoshima.jp/
movekagoshima/

http://twitter.com/
kagoshimakensei

鹿児島県観光連盟会長賞
2014かごしまの新特産品コンクール

４本セットを６名様

他県紙面交換

県庁人事課 ☎099(286)2048問い合わせ先問い合わせ先

青柳翔
（劇団EXILE）

AKIRA
（EXILE）

小林直己
（EXILE/三代目J Soul Brothers）

島根県からのおしらせ島根県からのおしらせ

　適切な管理がされていない空き家などが放置されると防災面
など地域住民の生活環境に影響を及ぼすおそれがあるため、空
き家などの所有者または管理者が、適正な管理に努めることと
する法律が施行されました。

　　　　【空き家などを所有または管理されている方へ】
○自宅以外の所有住宅がある方、自宅を長期不在にされている
　方などは、空き家となっている建物などの状況を確認して，適
　正な管理に努めてください。
○空き家などを管理不全のまま放置すると、市町村長から改修
　や除却などの必要な指導、勧告を受ける場
　合があります。
※空き家などに関するご相談は、県ホーム 
 ページをご覧いただくか、下記までお問い 
 合わせください。

【試験の種類】
○中級試験　一般事務、教育事務、土木
○初級試験　一般事務、警察事務、農業土木、土木

【受付期間】８月１２日(水)～８月２８日(金)
 ※インターネットによる受験申込は、
  ８月１２日(水)～８月２６日(水)

【第１次試験日】９月２７日(日)
【試験地】鹿児島市
【受験資格】※年齢はいずれも平成２８年３月末現在
○中級試験　２０～２７歳
○初級試験　１８～２１歳

【その他】
　試験案内および受験申込書は、７月１日(水)から県庁な
ど県の機関で配布します。

【試験の種類】
獣医師、薬剤師、福祉施設専門職員（児童自立支援専門員）、原子
力技術職員、工業技師

【受付期間】６月１９日 (金)まで
 ※インターネットによる受験申込は、
  ６月１７日 (水)まで

【試験日】７月５日 ( 日 )
【試験地】鹿児島市（獣医師は東京都、北海道でも実施します）
【受験資格】※年齢はいずれも平成２８年３月末現在
○獣医師　４９歳以下　○薬剤師、工業技師　２９歳以下
○福祉施設専門職員（児童自立支援専門員）　３０歳以下
○原子力技術職員　３９歳以下

【採用予定人数】
○獣医師１４人　○薬剤師　５人
○福祉施設専門職員（児童自立支援専門員）、工業技師　各２人
○原子力技術職員　１人

「奨学のための給付金」
を支給します

「空家等対策の推進に関する特別措置法」
が施行されました

鹿児島県職員採用試験を実施します
〈中級・初級〉 〈獣医師・薬剤師など〉

　今春開校した県立楠隼中
学校・楠隼高等学校の体験
入学・寮見学会を開催しま
す。

【期日】中学校：８月1日（土）
 高　校：８月２日（日）

【内容】
○特色ある教育内容の紹介
○生徒の学校生活・寮生活の紹介
○体験授業
○寮・学校の施設見学　など
※事前の申し込みをお願いします。
※申し込み方法・日程など詳しくは、楠隼中学校・高等学
　校のホームページ、ブログをご覧いただくか､下記まで
　お問い合わせください。

楠隼中学校・楠隼高等学校の
体験入学・寮見学会を実施します

　県および市町村においては、生活困窮者の方のための
相談窓口を設け、支援員が生活上の困りごとや悩みをお
聞きし、相談者と一緒に解決策を考えます。また、一人ひ
とりの具体的な支援プランを作成し、地域のさまざまな
関係機関と連携して支援を行います。
　生活の不安や心配ごとをお持ちの方は、一人で悩ま
ず、まずは地域の相談窓口にご相談ください。

【問い合わせ先】
○市にお住まいの方
　市の福祉担当課
○長島町、屋久島町にお住まいの方
　町の福祉担当課
○上記以外の町村にお住まいの方
　県の地域振興局・支庁の福祉担当課

４月から「生活困窮者自立支援制度」が
スタートしました

なんしゆん なんしゆん

　県では、授業料以外の教育費負担を軽減するため、高
校生などがいる低所得世帯に対し、返還不要の「奨学のた
めの給付金」を支給します。

【 支 給 要 件 】
○生活保護受給世帯または保護者等全員の市町村民税
　所得割が非課税(０円)世帯の生徒であること
○高等学校等就学支援金または学び直し支援金の支給
　対象者であること
○保護者などが鹿児島県内に在住していること

【支給対象者】
　平成２６年４月以降に入学した生徒の保護者など

【 そ の 他 】
　申請受付開始は７月以降を予定しています。
※詳しくは、下記までお問い合わせください。
　国公立高等学校など… 県教育庁高校教育課
 ☎099(286)5288
　私立高等学校など…… 県庁学事法制課
 ☎099(286)2146

※受験資格、申込書の配布場所など詳しくは、県ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

　古来から「ご縁」を大切にしてきた島根には、「隠岐世界ジオパーク」をはじめとす
る雄大な自然、かつて莫大な産銀量を誇り、世界の交易に多大な影響を与えた世界
遺産「石見銀山」、現代も人々の生活に息づく伝統芸能「石見神楽」、滋味豊かな海と
山の幸などがあり、訪れる人々を飽きさせません。
　そして2015年、島根の魅力
を発信する新たなプロモー
ションが始まります。
　ご縁の国しまねを新たに
PRする3人のイメージキャラ
クターを紹介！！

プロモーション始動！！

ご縁の国しまね島根県観光振興課　☎0852-22-6757問い合わせ先

☎099(286)3738
☎099(224)4543

県庁住宅政策室
(公財)鹿児島県住宅・建築総合センター問い合わせ先問い合わせ先


